
第7章　彰古館北の調査

第4節　検出遺構

各面について概要

本調査区で確認できた遺構は、数少ない。1

面においてSXOl遺構、4面から明確な土坑2

基を検出したのみである。

面の時期については、各面の下層から出土し

た遺物から、面の形成と下層の形成時期がそう

かけはなれるものではないと考え、時期を判断

している。

1面は、1面下層から寛永通賓（新寛永）が

出土していることから、17世紀末から18世紀で

あると考えられる。

2面は、遺構は検出していない。時期は、16

世紀の形成である。2面は、調査区の北半部の

みで確認している。

3面は、遺構を検出していない。時期は15世

紀代。

4面からは、土坑を検出している。3面と同

じく15世紀代。

5面は、遺構は検出していないが、下層から

縄文土器1点が出土している。

SXOl（写真192～193・第108図・表39）

SXOlは、第1面上面に土師質土器の皿が東

西1m南北0．5mの範囲に集中して出土した箇

所である。完形の土師質土器が多く、図示でき

る遺物は15点である。底径は5cm前後とそろっ

ているが、器高は10cmと12cmのものがある。底

面は、摩滅により不明瞭なものもあるが、判別

できるものすべてに静止糸切り痕が残されてい

る（第108図）。

遺構の性格は、境内周辺部に一括廃棄された

土師質土器と考えられる。時期は、1面下層か

ら寛永通賓1点が出土していることから、17世

紀後半以降のものであろう。

写真192　彰古館北調査区　SXOl遺構
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第108図　彰古館北調査区　SXOl出土遺物実測図（S＝1／3）

表39　彰古館北調査区　SXOl遺構出土遺物（土器）観察表（番号は第108図と対応）

番号 層　 位 遺構名 種類 器種
口径
（cm ）

器高
（cm）

底径
（cm）

残存率
（％） 色　 調 胎　 土 調整／形態／文様 備　　 考

1 表土～ 1 S X Ol 土師質土器 皿 － － 4．6 全体の80 にぷい褐色 密
底部 ：静止糸切り
内外面 ：回転ナデ －

2 表土～ 1 S X Ol 土師質土器 皿 － － 4．6 全体の50 にぷい褐色 密 内外面 ：回転ナデ －

3 表土～ 1 SX Ol 土師質土器 皿 － － 5 全体の50 にぷい橙色 密
底部 ：静止糸切り？
内外面 ：回転ナデ －

4 表土～ 1 SX Ol 土師質土器 皿 － － 4．5 全体の50 にぷい橿色 密
底部 ：静止糸切り
内外面 ：回転ナデ －

5 表土～ 1 SX Ol 土師質土器 皿 6．6 1．4 4．6 全体の80 にぷい黄檀色 密 内外面 ：回転ナデ －

6 表土～ 1 SX Ol 土師質土器 皿 6．8 1．4 5 全体の80 にぷい橙色 密
底部：静止糸切り？
内外面 ：回転ナデ －

7 表土～ 1 SX Ol 土師質土器 皿 － － 5 全体の30 にぷい檀色 密
底部
外面

回転糸切 り
回転ナデ？ －

8 表土～ 1 SX Ol 土師質土器 皿 5．4 0．9 4 全体の50 にぷい褐色 密
底部
外面

静止糸切 り
回転ナデ －

9 表土～ 1 SX Ol 土師質土器 皿 7 1．4 5 全体の80 にぷい褐色 密
底部 ：回転糸切 り
内外面 ：回転ナデ －

10 表土～ 1 SX Ol 土師質土器 皿 7．1 1．4 4．4 全体の80 にぷい褐色 密 内外面 ：回転ナデ －

11 表土～ 1 SX Ol 土師質土器 皿 7 1．4 5 全体の80 にぷい橙色 密
底部 ：静止糸切り
内外面 ：回転ナデ －

12 表土～ 1 SX Ol 土師質土器 皿 7．4 1．2 5 全体の80 にぷい褐色 密
底部 ：静止糸切り
内外面 ：回転ナデ －

13 表土～ 1 SX Ol 土師質土器 皿 7 1．5 4．4 全体の80 にぷい褐色 密
底部 ：静止糸切り
内外面 ：回転ナデ －

14 表土～ 1 SX Ol 土師質土器 皿 7．1 1．4 5 全体の80 にぷい褐色 密
底部 ；静止糸切り
内外面 ：回転ナデ －

15 表土～ 1 S X Ol 土師質土器 皿 7 1．4 4．9 全体の80 にぷい褐色 密
底部 ：静止糸切り
内外面 ：回転ナデ －
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（同上）

写真193　彰古館北調査区　SXOl遺構　土師質土器（番号は第108図と対応）

SKOl（第109図・写真194）

規模

SKOlは、第4面から検出した遺構である。

規模は、1．2mxlmの楕円形をしており、深

さ10cmはどの浅い掘り込みで、底面は平滑。

覆土

一括の黒茶色土。炭粒をまばらに含む。底面

はベース土が熟変して、硬化している。覆土中

から土師質土器の杯・鉄釘が出土している。

性格

火を使用したと考えられるが、性格について

は不明である。

出土遺物（第111図・写真196・表40～41）

1ほ、土師質土器の杯である。底部を欠損し

ている。

2は、長さ11cmの鉄釘でほぼ完形である。釘

周辺には土砂が付着している。

SKO2（第110図・写真195）

規模

遺構の一部は、調査区周囲の排水用溝掘りの

ため完全に検出していない。確認できるのは、
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2

第109図　彰古館北調査区　SKOl遺構平面図・土層図（S＝1／20）

1　黒色土
粘性あり、土器を多量に含む

2　暗褐色土
粘性ややあり、土器を少量含む

第110図　彰古館北調査区　SKO2遺構平面図・土層図（S＝1／20）

－261－
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写真194　彰古館北調査区　SKOl遺構　検出状況（南西から）

写真195　彰古館北調査区　SKO2遺構　検出状況（南西から）
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検出面で35×50cmの不整楕円形をしており、6

cmほど掘り下がった段階で、15×15cm方形のプ

ランを確認した。深さは、10cmほどで壁は垂直

に立っ。

覆土

黒色土一層のみである。しまりはなく、やや

粘性をもっ。土器小破片・鉄器を含む。

性格

平面形が15cmの方形を呈していることから、

15cm四方の角柱が立っていたと考えられる。本

遺構は、柱の抜き取り跡と考えられる。柱根自

体はなく、遺構の上部は、柱の抜き取り時に撹

乱されたものと考えられる。時期は、遺構出土

の遺物からは時期がはっきりとしないが、4面

を形成している層が15世紀であると考えられる

ことから、15世紀をそう下るものではないと考

えられる。

出土遺物（第112図・写真197・表42～43）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

】，．，，！　　　　i

第111図　彰古館北調査区

‥　　　　　　　二
1

1は、磨耗が激しいが、土師質土器柱状高台

付杯の脚部である。

2は、長さ11cmの鉄釘である。先端部はやや

欠損しているが、ほぼ完形である。

3は、長さ5cm以上の鉄釘である。体部には、

赤色顔料が付着している。

第5節　まとめ

調査区が山裾に近すぎたため、境内として活

用される空間からは、やや外れてしまい、境内

北部での一般的な遺構の消長を把握できたとは

いえない。

しかしながら、5面から縄文時代晩期の土器

が出土しており、境内一円での人の活動の始ま

りが縄文晩期までさかのぼることが確認できた。

そのほか、合計で5面の生活面を確認した。

面はすべて造成土ではなく、洪水などで堆積し

SKOl出土遺物実測図（S＝1／3）

第112図　彰古館北調査区

3

2　　　　　0　　　　　　　　　　　10cm
l　．‾．＿　，．：．・　　　‘　！

SKO2出土遣物実測図（S＝1／3）

表40　彰古館北調査区　SKOl遺構出土遺物（土器）観察表（番号は第111図と対応）

番号 遺構名 種　 類 器　 種
口径
（cm）

器高
（cm）

底径
（cm ）

残存率
（％）

色　　 調 胎 ・土 調整 ／形態／文様 ： 備　　 考 ・

1 SK Ol 土 師質土器 皿 11．6 － － 全体 の30 灰 白色 密 内外面 ：回転 ナデ 磨耗が著 しい
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表41彰古館北調査区　SKOl遺構出土遺物（鉄製品）観察表（番号は第111図と対応）

番 号 遺 構 名 種　 類 長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量 （g ） 残 存 率 （％ ） 備　　　　　 考

2 S K O l 釘 1 1，7
頭 部 幅

0．9 ×1．5 0 ．9×0．7 46 ．54 100
打 面 ；長 方 形 ／ 頭 部 ；端 部 圧 延 、折 り曲 げ、

胴 部 と の境 に くびれ な し

表42　彰古館北調査区　SKO2遺構出土遺物（土器）観察表（番号は第112図と対応）

番号 遺構名 種　 額 器　 種 口径
（cm）

器高
（皿）

底径
（cm ）

残 存率
（％）

色　 調 胎　 土 調整／形態／文様 備　　 考

1 SK O2 土 師質土器 柱 状高台付杯 － － 4，4 全体の30 にぷ い橙色 密 － 磨耗が著 しい

表43　彰古館北調査区　SKO2遺構出土遣物（鉄製品）観察表（番号は第112図と対応）

番号 遺 構 名 種 類 長 さ（cm） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ） 残 存 率 （％ ） 備 考

2 S K O 2 釘 11
頭 部 幅

0．6 ×0．8
頭 部 幅 に

同 じ 4 3．4 6 90

打 面 ：方 形／ 頭 部 形 態 ：胴 部 と 同 じ幅 で単

純 に終 わ る／木 質 付 着 ／柱 抜 き取 り跡 よ り
出 土

3 S K O 2 釘 4．7
頭 部 幅

0．6 ×0．5

頭 部 幅 に

同 じ 4．17 60

打 面 ：方 形／ 頭 部 形 態 ：胴 部 と 同 じ幅で 単

純 に終 わ る／全 面 に 赤 色 顔 料 付 着 ／柱 抜 き
取 り跡 よ り出土

写真196　彰古館北調査区　SKOl　出土遺物

（番号は第111図と対応）

た土層の上面を生活面として利用していたよう

である。

この地点の利用は、15世紀に開始され、4面

として整地された生活面と遺構を残している。

その後は15世紀代に3層が、16世紀に2層が

17世紀初頭までに1層が順に堆積していくが、

明確な遺構はなく、人為的な造作は及ばなかっ

た。

遺物として特筆すべきことは、土師質土器の

柱状高台付杯が破片を含めると35点出土してい

ることである。出土状況は、表土から4面下層

写真197　彰古館北調査区　SKO2　出土遺物

（番号は第112図と対応）

にいたるまで各層でまばらに出土しており、本

調査区北側に所在する八雲山から転落してきた

遺物である可能性が考えられる。

遺構として特筆すべきことは、4面の上面か

らは、遺構が確認されたことである。SK02は、

桂根の抜き取り跡と考えられるが、確認できた

めは、1ヶ所のみである。おそらく、調査区外

南側に建物跡が確認できると考えられる。
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第8章　拝殿南の調査

第8章　拝殿商の調査

第1節　調査区の位置

本調査区は、境内拝殿の南側、平成12・13年

度の八足門前調査区から南へ約50mに位置する。

（第113図・写真198）

調査区の北約20mには現在の拝殿が、また東

側の境内中央部には参拝用の石畳がある。

発掘調査面積は、当初50I運で調査を行ってい

たが調査区西側において基壇状の石列が確認さ

れたことから、さらに20I迂西側へ調査区を拡張

し、発掘調査総面積は70I迂となった。なお、拡

張部分については、重要遺構が検出されたため、

約80cm掘り下げた段階で遺構を保存し、埋め戻

しを行なった。

調査面積は、安全勾配をとるため傾斜をつけ

て掘り進んだため、1層（上面検出時・以下略）

67I迂・2層67I迂・3層65道・4層32I迂・5層30

逼・6層27I迂・7層24I迂・8層20I迂・9層20I迂・

10層7I迂・11層6．8I迂と徐々に狭小となった。

写真198　拝殿南調査区　近景

第2節　調査の目的

調査の目的としては以下の3点が挙げられる。

（1）巨大本殿遺構に関連する遺構の有無を確認

する。

本調査区は、平成12・13年度に八足門前調査

区で確認した巨大本殿の中心線（芋豆柱と心御

柱の中心を通る線）を延長した場所に設定して

おり、巨大本殿遺構に関わる遺構が確認される

可能性がある。

（2）境内中央部における境内景観の変遷を明ら

かにする

境内中央部における土層の堆積状況を明らか

にして、各時期の境内景観を明らかにする。

（3）これまでの発掘調査等における成果との対

応関係を明らかにする

本調査区南東側における昭和30年の防災工事

地下貯水タンク設置工事や本調査区北側におけ

る昭和32・33年の拝殿建設（現在の拝殿地下）

における調査成果との総合検討を行なう。

第3節　各層位について

（1）1層

1層上面では調査区全体で黒色面を確認した。

丸釘・溶解した銅破片などが出土しており、昭

和28年（1953）拝殿焼失時に伴う炭化物の集積

であると考えられる。1層（黒色層）は調査区

北東側で約5cmほどの堆積が見られるが、南西

にいくにしたがって堆積は少なくなる。

出土遺物（第114～115図・写真199～200・表

44～45）

1は、須恵器の杯蓋で天井部回転へラケズリ

がみられる。

2は、管状土錘である。

3・4は土師質土器の皿である。

5は、土師質土器の柱状高台付の杯である。

第115図の1は寛永通賓である。
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／日報
1a　褐色土（表土）
1b　黒色土　炭化物の集積。
2　明褐色土　一括堆積した造成土。20cm～30cmの角礫
を含む。

3　青灰色砂質土　きめの細かい砂質土であり、洪水に
よる一括堆積層。上面からは、洪水時の浮遊物（水片・
種子）が出土。

4　青灰色土　5cm～10cmの円礫を多量に含む。土積流
による堆積の可能性あり。

5　青灰色砂質土　きめの細かい砂質土であり、洪水に
よる一括堆積層。上面からは、洪水時の浮遊物（木片・
種子）が出土。

6　青灰色粘質土10cm～30cmの角礫を多量にふくむ。
礫間から土器・銭貨が出土することから造成土と考え
られる。

7　青灰色砂質土　きめの細かい砂質土であり、洪水に
よる一括堆積層。

8　黒褐色土　5～10cmの礫、、炭化物を若干含む。土
器破片を多量に含む。

9　青灰色粘質土1cm～3cm程度の円礫を若干含む。
10　赤褐色粘質土10cm程度の円礫を若干含む。
11a　青灰色小円礫土　SD02の埋土。
11b　黒色粘質土　土器を多量に含む。
12　褐色粘質土（地山層）

第113図　拝殿南調査区　土層図（S＝1／80）
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第8章　拝殿南の調査

∈∃妄彗
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第114図　拝殿南調査区1層出土遺物実測図（S＝1／3）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

第115図　拝殿南調査区1層出土銭貨

拓影図（S＝1／1）

表44　拝殿南調査区1層出土遺物（土器）観察表（番号は第114図と対応）

番号 層位 種類 器種 口径
（cm）

器高
（cm）

底径
（cm）

残 存率 色調 胎土 調整／形態／文様 備考

1 1 須恵器 杯蓋 － － －
小片 青灰色 密

天井 部 ：回転 へ ラケズ リ
内面 ：回転ナデ －

2 1 管状土錘 －
長 さ6．4． 外 径1．9
内径0．6

100 にぷい黄檀色 密 －
一部スス付着

3 1
土 師質土
器

皿 10．8 2ユ 8．4
全体で

30
にぷい褐色 密

底部 ：回転糸切 り
内外面 ：回転ナデ －

4 1 須恵器 杯身 － － 6．4 小片 褐灰色 密
底部 ：回転糸切 り
内外面 ：回転ナデ －

5 1
土 師質土 柱状高 台

－ － 5．4
全体で にぷ い黄橙色 廊

底部 ：回転糸切 り
－器 付杯 80 山 内外面 ：回転 ナデ

表45　拝殿南調査区1層出土遺物（銭貨）観察表（番号は第115図と対応）
（単位mm）

銭　　 名 初　　 鋳　　 年 銭 径 （A ） 銭 径 （B ） 内 径 （C ） 内 径 （D ） 銭　 厚 量 目 （g ）

寛 永 通 賓 新 寛 永 （16 9 7） 23 ．05 2 3 ．0 5 1 8 ．0 4 2 0．3 1．25 ′） 1 ．4 0 2 ．9 2

これらの土器・土製品は撹乱による流れ込み

の遣物であると考えられる。

（2）2層

2層は明褐色の一括に堆積した造成土と考え

られる。時期は、出土遺物から寛文度（1667年）

もしくはそれ以降の造成土と考えられる。また、

最下層からは、厚さ2cmから5cmの赤褐色の鉄

分集積が見られた。

出土遺物（第116図・写真201～202・表46～47）

1は、須恵器の杯蓋である。天井部は、へラ
l

削りの後ナデ調整されており、大谷分類A6型

に分類されるものであろう。

2は、土師質土器の皿である。底部は回転糸

切りである。

3は、肥前陶器の皿である。みこみ部分に胎

土日積痕のみられる唐津焼である。17前半の年

代が与えられる遺物であり、2層の形成年代に

近い遺物と考えられる。

4は、鉄製の鉛である。欠損のため、形状が

はっきりしないが断面1．2cmの正方形で、90度

湾曲することからかすがいであると考えられる。
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写真199　拝殿南調査区1層出土遺物（番号は第114図と対応）

写真200　拝殿南調査区1層出土銭貨（番号は第115図と対応）

写真201拝殿南調査区　2層出土遺物（番号は第116図と対応）
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第116図　拝殿南調査区　2層出土遺物実測図（S＝1／3）

表46　拝殿南調査区　2層出土遺物（土器）観察表（番号は第116図と対応）

番号 層位 種　 類 器　 種
口径
（cm）

器高
（cm）

底径
（cm）

残存率 色　 調 胎土 調整／形態／文様 備　 考

1 2 須恵器 士不善 － － － 小片 褐灰色 密
天井部 ：回転へラケズリのち平行文
内外面 ：回転ナデ －

2 2
土師質土
器

皿 － － 6．4 小片 にぷい橙色 密
底部 ：回転糸切 り
内外面 ：回転ナデ －

3 2 陶器 皿 4．8 全体の30
胎土 ：褐色
柚薬 ：灰色

密

高台 ：削 りだ し、兜巾高台
内面 ：施軸、残存部に二 ヶ所の胎
土 日積み痕、一 ヶ所に砂 目積み痕
外面 ：露胎、回転 へ ラケズ リ

17世紀 前半 ・
肥前系

表47　拝殿南調査区　2層出土遺物（鉄製品）観察表（番号は第116図と対応）

番号 層　 位 種　 類 長 さ （肌 ） 幅 （飾） 厚 さ （cln） 重 量 （g ） 残 存 率 （％） 備　　　　 考

4 2 鎚
背郡 長 4．5
爪部 長 1．7

背 部 幅 1．2 1 ．2 3 1 ．3 1 30
背 部 断 面 方 形
鋳 化 が 著 しい

写真202　拝殿南調査区　2層出土鉄製品（番号は第116図と対応）
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第8章　拝殿南の調査

（3）3層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　された。

3層は、青灰色砂質土で洪水により短期間に　　　出土遺物（第117図・写真203・表48）

形成された堆積層と考えられる。3層上面では、・　　1は、鉄製の釘である。長さ5．6cmでほぼ完

洪水後の浮遊物と考えられる木片や種子が確認　　形である。

：醐
0　　　　　　　　　　　　10cm

第117図　拝殿南調査区

3層出土遺物実測図（S＝1／3）

写真203　拝殿南調査区　3層出土鉄製品

（番号は第117図と対応）

表48　拝殿南調査区　3層出土遺物（鉄製品）観察表（番号は第117図と対応）

番 号 層 位 種 類 長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （C皿） 重 量 （g ） 残 存 率 （％ ） 備　　　　　 考

1 3 釘 5 ．6
頭 部 幅

0．2 ×1．0
0．6 ×0．5 4 ．9 6 10 0

打 面 ；長 方 形 ／ 頭 部 ；端 部 圧 延 、

わ ず か に 折 り 曲 げ 、胴 部 と の境 に
くび れ あ り

（4）4層　　　　　　　　　　　　　　　　　　出土遺物（第118～119図・写真204・表49～50）

4層は、青灰色土である。一連の洪水により　　　1は、土師質土器の柱状高台付杯、2が土師

短期間に形成された堆積層と考えられる。　　　　質土器の皿である。第119図の1は、北宋銭の

元符通賓（初鋳年1098年）が1点出土している。

0　　　　　　　　　　10cm

第118図　拝殿南調査区4層出土遺物実測図（S＝1／3）第119図　拝殿南調査区4層出土銭貨拓影図（S＝1／1）

表49　拝殿南調査区　4層出土遺物（土器）観察表（番号は第118図と対応）

番 号 層　 位 種　 類 器　 種
口 径

（cm ）

器 高

（cm ）
底 径
（cm ） 残 存 率 色　 調 胎　 土 調 整 ／形 態 ／ 文 様 備　　 考

1 4
土 師質 土

器
柱状 高 台
付杯 － － 4．8

全 体 の

5 0
淡 橙 色 密 磨 耗 が 著 し い

2 4
土 師質 土

器
皿 9 2．1 7．4

全 体 の

30
にぷ い黄 橙 色 密

底 部 ：回 転 糸 切 り　 内 面 ：回

転 ナデ　 外 面 ：横 ナ デ －
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表50　拝殿南調査区　4層出土遺物（銭貨）観察表（番号は第119図と対応） （単位mm）

銭　　名

元符通賓

写真204　拝殿南調査区　4層出土遺物（番号は第118～119図と対応）

（5）5層

5層は、青灰色砂質土で洪水により短期間に

形成された堆積層と考えられる。5層上面にお

いても3層同様に洪水後の浮遊物と考えられる

木片や種子が検出面全体で確認できた。

洪水の時期については、5層中から青花皿C

類1点（写真219－17）が出土しており、16世

第120図　拝殿南調査区

5層出土遺物実測図（S＝1／3）

紀前半代の年代が与えられる。また、2層が寛

文度の造成土であると考えると、16世紀前半代

から17世紀代に発生した洪水により、3、4、

5層が短期間に形成されたと考えられる。

出土遺物（第120図・写真205・表51）

1は、鉄製の釘である。長さは5．4cmである。

写真205　拝殿南調査区　5層出土遺物

（番号は第120図と対応）

表51拝殿南調査区　5層出土遺物（鉄製品）観察表（番号は第120図と対応）

番 号 層 位 種　 類 長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重 量 （g ） 残 存 率 （％ ） 備　　　　　 考

1 5 釘 5．4
頭 部 幅

0．4 ×0．9
0 ．4×0．5 3 ，8 2 9 0 打 面 ；長 方形 ／ 頭 部 ；端 部 圧 延 、折 り曲 げ 、

胴 部 に沿 わす
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第8章　拝殿南の調査

（6）6層

6層中には30cmから10cm大の角礫が多量に包

含していた。礫間には完形の土師質土器（碗）

や銭貨が巻き込まれていることから人為的な造

成土である可能性がある。（第131図・写真209

～210）

礫は、調査区北西部において比較的集中して

出土しており、南東方向にいくにしたがって礫

は少なくなる。6層上面において掘り込みなど

が確認できないことから礫自体が遺構とは考え

にくい。

年代は、層中から模鋳銭の洪武通賓が出土し

ていることから、6層の形成時期は、中世末と

第121図　拝殿南調査区

考えられる。

出土遺物（第121～122図・写真206～208・表

52～53）

1～14は、土師質土器の杯・皿類である。底

径では、L7cm前後と5cm前後に分けられる。ま

た、14は器高が1．8cmと小形の皿である。15、1

6は土師質土器の柱状高台付の杯である。15の

師部内面には強いナデ痕跡がみられる。

また、銭貨が9点出土している。このうち判

読できるものは、北宋銭の宋通元賓・皇宋通賓・

元豊通賓・元符通賓。また明銭は、洪武通賓・

永楽通賓である。洪武通賓の模鋳銭が1点出土

している。

6層出土銭貨拓影図（S＝1／1）

表52　拝殿南調査区　6層出土遺物（銭貨）観察表（番号は第121図と対応）
（単位mm）

番 号 銭 名 初 鋳 年 銭 径 （A ） 銭 径 （B ） 内 径 （C ） 内 径 （D ） 銭 厚 量 目 （g ）

1 宋 通 元 賓 9 60 2 3．9 0 24 ．1 5 18 ．1 5 18 ．6 5 0 ．9 0 ～ 1．00 2 ．17

2 皇 宋 通 賓 103 8 2 4．5 0 24 ．6 5 18 ．80 19 ．20 1 ．0 4 ～ 1．05 2 ．10

3 元 豊 通 賓 10 78 24 ．0 0 24 ．00 19 ．00 18 ．85 1．4 0 3 ．6 1

4 元 符 通 賓 109 8 24 ．2 5 24 ．20 19 ．70 19 ．90 1 ．2 0～ 1．40 2 ．87

5 洪 武 通 賓 136 8 2 2．53 22 ．44 20 ．15 20 ．20 1．1 0～ 1 ．70 2 ．96

6 洪 武 通 賓
模 鋳 銭 （中 世 末 期 ～ 近
世 初 頭 ） 20 ．9 1 20 ．90 17 ．9 1 17 ．45 0．8 0～ 1 ．00 1 ．4 2

7 永 楽 通 賓 1 40 8 24 ．90 24 ．90 21 ．25 21 ．21 1．1 5～ 1 ．35 2 ．79

8 永 楽 通 賓 14 0 8 25 ．45 25 ．20 21 ．00 21 ．45 1．20 ～ 1 ．30 2 ．39

ー272－



第8章　拝殿南の調査

】　　　　　　　　′

＼＼∈圭≡勇′′

l

＼r一一一＋　－∴

＼＼＼∈∃壬つて

ミヨ云ア
7

＼∈］∠二♂

＼

＼

第122図　拝殿南調査区　6層出土遺物実測図（S＝1／3）
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第8章　拝殿南の調査

表53　拝殿南調査区　6層出土遺物（土器）観察表（番号は第122図と対応）

番 号 層 位 種 類 器 種
口 径

（cm）

器 高

（cm）

底径

（cm）
残 存 率 色　 調 胎　 土 調 整 ／ 形 態 ／ 文 様 備　　 考

1 6
土 師 質 土
器 」皿 1 3．1 3 ．2 6 ．5

全 体 の

8 0
淡 橙 色 密

底 部 ：回 転 糸 切 り
内 外 面 ：回 転 ナ デ －

2 6
土 師 質 土

器 皿 － 6．6
全 体 の

30
にぷ い黄 橙 色 密 底 部 ：回 転 糸 切 り 磨 耗 が 著 しい

3 6
土 師 質土

器
皿 － 6

全 体 の

30
灰 黄 褐 色 蜜 底 部 ：回 転 糸 切 り 磨 耗 が 著 しい

4 6
土 師 質土

器
皿 － － 6．2

全 体 の

30
淡 橙 色 密 底 部 ：貼 付 け、回転 糸切 り

内 外 面 ：回 転 ナ デ －

5 6
土 師質 土
器 皿 1 1．8 3．7 5 ．6

全 体 の

80
浅 黄 橙 色 密

底 部 ：回 転 糸 切 り

内 外 面 ：回 転 ナ デ －

6 6
土 師 質 土

器
皿 － － 5．1

全 体 の

30
に ぷ い 黄 橙 色 密 底 部 ：回 転 糸 切 り 磨 耗 が 著 しい

7 6
土 師 質 土
器 皿 1 1．4 3 4 ．6

全 体 の

30
浅 黄 橙 色 密

底部 ：回 転 糸 切 り

内 外 面 ：回 転 ナ デ

8 6
土 師 質 土

器
皿 － － 4．5

全 体 の

50
浅黄 色 密 底部

外面
回 転 糸 切 り
回 転 ナ デ 内面 磨 耗

9 6
土 師 質 土

器 皿 13．6 3 ．3 4 ．6
全 体 の

8 0
に ぷ い黄 橙 色 密

底部

内面

回 転 糸 切 り

回転 ナ デ
外面 磨 耗

10 6
土 師 質 土

器
皿 12 2 ．9 5 4

全体 の

5 0
浅黄 橙 色 密

底部 ：回 転 糸切 り

内外 面 ：回転 ナ デ

11 6
土 師 質 土
器 皿 － － 5，8

全体 の

3 0

淡 橙 色 、外 面
褐 変 色 密 底 部 ：回転 糸 切 り 磨 耗

12 6
土 師 質 土
器 皿 5．8

全 体 の

3 0
灰 黄 褐 色 密

底 部 ：回転 糸 切 り
内外 面 ：回転 ナ デ
外 面 ：赤 彩

13 6
土 師 質 土

器
皿 － 5

全 体 の

3 0
にぷ い黄 橙 色 密

底 部 こ回 転 糸 切 り

内面 ：回 転 ナ デ
外 面 磨 耗

14 6
土 師 質土

器 皿 7．2 1 ．9 4 ．4
全 体 の

3 0
浅 黄 橙 色 密

底 部 ：回 転 糸 切 り
内外 面 ：回 転 ナデ －

15 6
土 師 質土

器

柱状 高 台
付杯 － － 6．4

全 体 の

8 0
淡 橙 色 密 底 部 ：回 転 糸 切 り －

1 6 6
土 師 質土
器

柱状 高 台
付杯 － － 6．3

全 体 の

3 0
にぷ い橙 色 密 － 磨 耗 が 著 しい

感感

くニケ′ゴア－▼■J・．、rご0
議鍔

、t、、二人・◆　／二・、・一ノ
写真206　拝殿南調査区　6層出土土師質土器（1）（番号は第122図と対応）
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写真207　拝殿南調査区　6層出土土師質土器（2）（番号は第122図と対応）

写真208　拝殿南調査区　6層出土銭貨（番号は第121図と対応）
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写真209　拝殿南調査区　6層中礫出土状況（南から）

写真210　拝殿南調査区　6層中礫半裁状況（西から）
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（7）7層　　　　　　　　　　　　　　　　　　い。14～20は、土師質土器の柱状高台付の杯で

7層は青灰色砂質土である。3層、5層と同　　ある。底径から7cm前後と5cm前後に分けられ

様にしまりなく、洪水による堆積層と考えられ　　　る。

る。

出土遺物（第123図・写真211・表54）

1～13は、土師質土器の皿である。13は、器

高が1．1cmと他の土師質土器に比べ、極端に低

、、＼、ヒ妄ヲ㌘

＼＼－　」　　　フィ

．

＼＼‥土＝雪

、、＼＼∃＝宕

′

、、ゝ≡ヒプ′；

／′

、＼＿よ±ク1。

／　′

13

19

20

時期は、出土遺物からは不明である。

∠≡」＝ゝ

16　∠±±⊃

10cm
1．．．．：　　　　　　　　　！

第123図　拝殿南調査区　7層出土遺物実測図（S＝1／3）
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第8章　拝殿南の調査

表54　拝殿南調査区　7層出土遺物（土器）観察表（番号は第123図と対応）

番 号 層 位 種　 類 器　 種 ロ　 ノ
（cm）

器　 高
（cm）

底　 手
（cm） 残 存 率 色　 調 胎 土 調整 ／ 形 態 ／ 文様 備　 考

1 7 土 師 質 土 器 皿 － － 6 全 体 の3 0 橙色 密 － 磨 耗 が 著 しい

2 7 土 師 質 土 器 皿 － － 6．2 全 体 の3 0 淡橙 色 密 底 部 ：回 転 糸 切 り
内 外 面 ：回 転 ナ デ －

3 7 土 師 質 土 器 皿 － － 5．8 全 体 の3 0 浅黄 橙 色 密 底 部 ：回 転 糸 切 り
内 外 面 ：回 転 ナ デ －

4 7 土 師 質 土 器 皿 12．4 3 ．2 4 ．4 全 体 の3 0 淡橙 色 密 内外 面 ：回 転 ナ デ －

5 7 土 師 質 土 器 皿 － － 4．6 全 体 の3 0 淡橙 色 密 底 部 ：回 転 糸 切 り
内外 面 ：回 転 ナ デ －

6 7 土 師 質 土 器 」皿 － 5．6 全 体 の3 0 淡橙 色 密 底 部 ：回 転 糸 切 り
内外 面 ：回 転 ナ デ

7 7 土 師 質 土 器 皿 － － 4．4 全 体 の3 0 淡 橙 色 密 － 磨 耗 が 著 しい

8 7 土 師 質 土 器 皿 － － ∂ 全 体 の3 0
灰 黄 褐 色

外 面 褐 変 色
密 底 部 ：回 転 糸 切 り 磨 耗

9 7 土 師 質 土 器 皿 － － 5．4 全 体 の3 0 灰 黄 色 密 底 部 ：回 転 糸 切 りのちナデ
内外 面 ：回 転 ナデ －

10 7 土 師 質 土 器 皿 － － 4．6 全 体 の3 0 淡 橙 色 密
底 部 ：回 転 糸 切 り ？

内外 面 ：ナ デ
外 面 磨 耗

11 7 土 師 質 土 器 皿 － － 5．4 全 体 の3 0 にぷ い黄 橙 色 密
底 部 ：回 転 糸 切 り

内外 面 ：回 転 ナ デ ？
磨 耗

12 7 土 師 質土 器 皿 － － 4．8 全 体 の30 橙 色 密 底 部 ：回 転 糸 切 り 磨 耗

1 3 7 土 師 質 土 器 皿 8 1．2 4．8 全 体 の50 淡 橙 色 密
底 部 ：回 転 糸 切 り

内外 面 ：回 転 ナ デ －

14 7 土 師 質 土器 柱 状 高 台付 杯
－ － 6．6 底 部 のみ にぷ い黄 橙 色 密 底 部 ：回 転 糸 切 り －

1 5 7 土 師 質 土器 柱状 高 台付 杯
－ － 6．4 底 部 の 80 淡 橙 色 密 底 部 ：回 転 糸 切 り －

16 7 土 師 質土 器 柱 状 高 台付 杯
－ 6．6 底 部 の 30 灰 黄 褐 色 密 底 部 ：回 転 糸 切 り ？ －

1 7 7 土 師 質土 器 柱 状 高 台付 杯
－ 5．4 底 部 の 80 にぷ い黄 橙 色 密 底 部 ：回 転 糸 切 り －

18 7 土 師 質土 器 柱 状 高 台付 杯
－ － 5．4 全 体 の 30 にぷ い黄 橙 色 密 底 部 ：回 転 糸 切 り

19 7 土 師 質土 器 柱 状 高 台付 杯
－ 6 底 部 の 50 灰 黄 褐 色 密

底 部 ：回 転 糸 切 り ？

底 面 中 央 に 穿 孔 －

20 7 土 師質 土 器 柱 状 高 台付 杯
－ － 5，2 底 部 の 50 にぷ い橙 色 密 底 部 ：回 転 糸 切 り 磨 耗

腰一才lu＿l匡…l＿二二＿ニー冠三＿
竃謡　二二譲‾－．二鎚譲二二言

写真211拝殿南調査区　7層出土土師質土器（番号は第123図と対応）
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（8）8層

8層上面は、ピット7基を検出しており、

定期間境内遺構面として機能した面である。

8層中出土遺物は、土師質土器が中心である。

実測図を掲載した土師質土器のほかに土師質土

器（皿）の破片が850点、柱状高台付杯（破片）

が34点出土している。8層は、硬くしまってお

り、土器破片を多量に含んでいる。

出土遺物（第124～125図・写真212～213・表

55～57）

1は、土師器壷の口縁部である。

2から33は土師質土器の皿、34～45は土師質

第8章　拝殿南の調査

土器の柱状高台付杯である。41は、師部内面が

丹塗りで、師部内面に穿孔がみられる。42は、

師部と脚部の接合痕が残る。

46は、鉄製の釘である。

陶磁器としては、青磁碗破片が出土している。

8層の形成年代については、写真219－24が

龍泉窯青磁碗であることから、13世紀前半以降

に形成された可能性がある。

8層は、調査面積約20I迂と1層調査時と比較

するとかなり狭小になっていたが、遺物出土量

は、他の層よりも多い。（第130図）

表55　拝殿南調査区　8層出土遺物（土器）観察表①（番号は第124図と対応）

番号 層位 種　 類 器　 種
口径
（cm）

器高
（cm）

底径
（cm）

残存率 色　 調 胎　 土 調整／形態／文様 備　 考

1 8 土師器 聾 23．8 口縁部小片 浅黄橙色 密

口縁部端部 ：面を持っ

口縁部内面 ：5 条／1 cm の
横パケ、横ナデ

ロ縁部外面 ：横ナデ

－

2 8
土師質土
器

皿 － － 5 全体の5q 淡橙色 密 底部 ：回転糸切 り 磨耗が著 しい

3 8
土師質土
器 皿 － － 5．4 全体の30 灰黄褐色 密 底部 ：回転糸切 り －

4 8
土師質土
器

皿 － － 5．6 全体の30 にぷい橙色 密 内外面 ：回転ナデ －

5 8
土師質土
器 皿 － － 5．4 全体の30 淡橙色 密 － 磨耗が著 しい

6 8
土師質土
器

皿 － － 5．8 全体の30 にぷい橙色 密
′1

磨耗が著 しい

7 ・ 8
土師質土
器

皿 － － 6 全体の30 赤橙色 密 底部 ：回転糸切 り －

8 8
土師質土
器 皿 － － 4．8 全体の30 淡橙色 密

底部 ：回転糸切 り
内外面 ：回転ナデ

磨耗が著しい

9 8
土師質土
器

皿 － － 5．4 底部の30 にぷい橙色 密
底部 ：回転糸切 り
内外面 ：回転ナデ

底部外面一部
被熟

10 8
土師質土
器 皿 － － 4．6 全体の30 淡橿色 密 － 磨耗が著しい

11 8
土師質土
器

皿 － － 4．8 全体の30 淡橙色 密
底部 ：回転糸切り
内外面 ：回転ナデ －

12 8
土師質土
器 皿 － － 5．5 全体の30 檀色 密 底部 ：回転糸切り 磨耗が著しい

13 8
土師質土
器

皿 － － 4．6 全体の30 にぷい橙色 密 － ．磨耗が著 しい

14 8
土師質土
器 皿 － － 5 全体の50 にぷい橙色 密 －

磨耗が著 しい

15 8
土師質土
器

皿 － － 6 全体の30
にぷい黄橙
色

密
底部 ：回転糸切り
内外面 ：回転ナデ －

16 8
土師質土
器 皿 － － 5．8 底部の50 淡橙色 密 底部 ：回転糸切り 磨耗が著 しい

17 8
土師質土
’器

皿 － － 5．6 全体の30 淡橙色 密 － 磨耗が著 しい

18 8
土師質土
器

皿 － － 5．8 全体の30 浅黄橙色 密
底部 ：回転糸切り
内外面 ：回転ナデ －

19 8
土師質土
器 皿 － － 5．8 全体の30 淡檀色 密

底部 ：判然とせず
内外面 ：回転ナデ

内外面にスス
付着

20 8
土師質土
器

皿 － － 5．2 全体の30 にぷい褐色 密
底部 ：回転糸切 り
内外面 ：回転ナデ －

21 8
土師質土
器 皿 － － 5．8 全体の50

にぷい黄橙
色

密
底部 ：回転糸切 り
内面 ：不定方向の工具痕 －

22 8
土師質土
器

皿 － － 5．2 底部の50 にぷい橙色 密
底部 ：回転糸切 り
内外面 ：回転ナデ －

23 8
土師質土
器 皿 － － 4．3 底部のみ 灰白色 密 －

磨耗が著しい

24 8
土師質土
器

皿 － － 5．3 全体の30 淡橙色 密 底部 ：静止糸切り？ 磨耗が著しい
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第8章　拝殿南の調査

表56　拝殿南調査区　8層出土遺物（土器）観察表②（番号は第124・125図と対応）

番号 層位 種　 類 器　 種
口径
（cm）

器高
（cm）

底 径
（cm）

残 存率 色　 調 胎　 土 調整／形態／文様 備　 考

25 8 土 師質土
器

皿 － － 4．4 全体の30
．にぷい黄橿
色

密
－ 磨耗が著 しい

26 8 土 師質土
器

皿 － － 4．2 全体の50 にぷい檀色 密 底部 ：回転糸切 り？ 磨耗 が著 しい

27 8 土師質土
器

皿 － － 4．4 全体の30 浅黄檀色 密 底部 ：判然 とせ ず
内外面 ：回転 ナデ －

28 8
土師質土
器 皿 － － 5．6 底部 の30 にぷ い橙色 密 底部 ：回転糸切 り

－

29 8 土師質土
器

皿 － － 4．2 全体 の30 にぷ い黄橙
色 密 底部 ：回転糸切 り

外面 ：回転 ナデ －

30 8
土師質土
器

皿 － － 4．2 底部 のみ にぷ い黄檀
色 密 底部 ：回転糸切 り

－

31 8 土師質土
器

皿 － － 4．1 底部 のみ にぷ い黄橙
色 密 底部 ：回転糸切 り

内面 ：回転 ナデ －

32 ．8
土 師質土
器 皿 3．8 底部 のみ 淡橙色 密

底部 ：回転糸切 り
内面 ：4mm幅 のへ ラ状工 具
のあて具痕

－

33 8
土 師質土
器

皿 － － 5．8 全体 の30 灰褐色 密 底部 ：回転 糸切 り
－

34 8 土 師質土
器

皿

　ヽ　　　　　　一．・．一

－ － 4．2 底部の50 にぷい黄橙
色 密

－ 磨耗 が著 しい

35 8 土師質土
器

柱状 高台
付杯

ヽ

7．6 － － 全体の50 淡橙色 密 底部 ：回転糸切 り
－

36 8 土師質土
器

柱状 高台
付杯

　ヽ　　　　　　＿＿Jl＿＿一

－ － 8．4 底部 のみ 淡橙色 密 底部 ：回転糸切 り
－

37 8 土師質土
器

柱状高台
付杯 － － 6．4 全体 の30 にぷ い橙色 密 底部 ：回転糸切 り ？脚部 の

貼 り付 け痕が残 る －

38 8
土師質土
器

柱状高台
付塔

　ヽ　　　　　　＿＿＿t＿．．．

7．2 底部 の30 淡橙色
やや粗、 1

mm～ 3 mmの
砂粒含む

底部 ：回転糸切 り 磨耗が著 しい

39 8 土師質土
器

柱状高台
付杯

　ヽ　　　　　　．＿＿⊥一

－ － 5．4 全体 の50 灰黄褐色 密
底部 ：回転糸切 り
師部内面 ：中央 に穿孔 －

40 8 土 師質土
器

柱状 高台
付杯

　ヽ　　　　　　＿＿．JL＿＿．

－ － 5．6 全体 の50 浅黄橙色 密 底部 ：回転糸切 り 磨耗が著 しい

41 8 土 師質土
器

柱状 高台
付杯 － － 5．4 底部 の30 浅黄橙 色 密 底部 ：回転糸切 り

－

42 8
土 師質土
器

柱状高 台
付杯

　ヽ　　　　　　．．＿＿よ＿一

全体の50
（外）浅黄 橙
色
（内）黒褐色

密 底部 ：回転糸切 り
－

43 8 土師質土
器

柱状 南台
付杯 － － － 全体の50 浅黄橙色 密

底部 ：回転糸切 り　 杯部 内
面 ：赤彩、中央 に穿孔 －

44 8
土師質土
器

柱状高台
付杯

　ヽ　　　　　　＿＿＿1．．．一

全体の50 浅黄橙色 密
師部 と脚部の接合痕が残 る。
脚部外面 ：棒状工具 の刺突
痕、赤彩 ？

磨耗 が著 しい

45 8 土師質土
器

柱状高台
付土不

　ヽ　　　　　　＿＿＿l．＿一

－ － 5．6 全体の50
にぷ い黄橙
色

密 底部 ：回転糸切 り ？ 磨耗が著 しい

46 8 土師質土
器

柱状高台
付杯

　ヽ　　　　　　＿＿＿1．．一

－ － － 全体の30 にぷ い橙色 密 底部 ：回転糸切 り ？ 磨耗が著 しい

47 8 土師質土
器

柱状高台
付杯 － － 4．8 全体 の50 浅黄橙色 やや粗

－ 磨耗が著 しい

表57　拝殿南調査区　8層出土遺物（鉄製品）観察表（番号は第125図と対応）

番号 層位 種　　 類 長さ（cm） 頭部幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g ） 残存率（％） 備　　　 考

48 8 釘 6．2 頭部欠 0．6 ×0．5 6．64 60 炭化物付着
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第8章　拝殿南の調査

写真212　拝殿南調査区　8層出土土師質土器（1）（番号は第124図と対応）
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第125図　拝殿南調査区　8層出土遺物実測図（2）（S＝1／3）
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写真213　拝殿南調査区　8層出土土師質土器（2）・鉄製品（番号は第125図と対応）
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第8章　拝殿南の調査

（9）9層

9層上面では、ピット7基を検出しており、

一定期間境内遺構面として機能した面である。

出土遺物（第126図・写真214～216・表58～59）

1、2は、単純口縁の土師器嚢である。いず

れも体部内面にへラケズリが施されている。

（草田6期？）

3～7は、低脚杯の脚部である。

8は、土師質土器の柱状高台付杯である。師

部内面に穿孔がみられる。

9は、土師器高塀の脚部である。

10・11は、飛田恵美子氏の分類8類（棒状脚。

台脚は、その名残をとどめる程度）に分類されよ

う。時期は10・11とも6世紀後半代の年代が与

えられる。

12～14は、須恵器のは旗である。3点とも底

経6cm程度であるが、2・3には、底面回転糸

切り痕が明確に残るが、1は摩滅したのであろ

うか、回転糸切り痕はみられない。いずれも、

休部のみ残存しており、頸部は、不明瞭である。

年代は、底部を糸切りのまま放置し、底面が

凹面になるなど、出雲国庁編年の第4形式に該

当すると考えられる。8世紀後葉以降の年代が

与えられる。

15は、高台杯の須恵器の杯、16は、高台のな

い須恵器の杯である。15・16とも底部は回転糸

切りであり、高広編年のⅣA期（8Cの中～後）

と考えられる。

17～19は、土師質土器ので、17は皿、18・19

は、杯である。

20は、長さ4cmほどの角釘である。

9層の形成時期は、土師質土器の出土から中

世前半代と考えられる。

表58　拝殿南調査区　9層出土遺物（土器）観察表（番号は第126図と対応）

番号 層位 種　 類 器　 種
口径
（cm）

器高
（cm）

底径
（cm）

残存率 色　 調 胎　　 土 調整／形態／文様 備　 考

1 9 土師器 聾 38．4
口縁部
小片

にぷい黄橙
色 密

単純口縁 ：短く上方に外傾　 口縁端部 ：
面 をもたない　 口縁 部内外面 ：横ナデ
内面 ：横 位のへラケズリ

－

2 9 土師器 蛮 16．4
口縁部
小片

にぷい黄橙
色 密

単純 口縁 ：短く上方 に外傾　 口縁端部 ：
面 をもたない　 口縁部 内外面 ：横ナデ
内面 ：横位 のへラケズリ

－

3 9 土師質土器 低脚杯 － － 5．6
全体の にぷい黄檀

廊
脚部 ：杯底部 を回転 糸切りしてから脚 貼

磨耗が著 しい40 色 山 付 け、回転ナデ？

4 9 土 師器 低脚杯 － － 8．8 － 黄橙色
密、3 mm程 度 の砂
粒を多量に含む

脚部 内面 ：指 オサエ　 杯部 内外 面、脚 部
外面、及び脚部 内面の一部 に赤彩 が残る 磨耗が著 しい

5 9 土 師質土器 低脚杯 － 6．1
全体の

30
浅黄橙色 密

－ 磨耗が著 しい

6 9 土 師器 低脚杯 － － －
全体の

20
橙色 密

－ 磨耗が著 しい

7 9 土 師器 低脚杯 ？ － － － 小片 にぷ い黄橙
色 密

－ 磨耗が著 しい

8 9 土 師質土器 柱状高台
－ － －

全体の にぷ い黄橙
必 杯部内面 ：中央に穿孔

－付杯 65 色 U」 内外面 ：回転ナデ ？

9 9 土師器 高士不 － － 5．2
脚部 の

80
にぷい黄橙
色

密 、1 mm程度 の砂
粒 を多量 に含 む

手づくね　 脚部外面 ：縦位に指ナデ
脚部内面 ：横位に指ナデ －

10 9 土師器 製塩土器 － － 3．9 － 浅黄橙色 密 手 づくね　 脚部外面 ：縦位に指ナデ
脚部内面 ：横位に指ナデ －

11 9 土師器 製塩土器 － － 4．1 －
黄橙色一部
黒色

密 、1 mm 程度 の砂
粒 を多量 に含む

手 づくね　 脚部外面 ：指 頭圧痕
底 面 ：調 整なし －

12 9 須恵器 旗 － － 6．6
全体 の

90
明灰褐色 密 、1 mm ～ 3 mmの

砂粒含む 底部 ：平底 磨耗 が著 しい

13 9 須恵器 施 － － 6．2
全体 の

90
灰褐色 密

底部 ：回転糸切 り
内外面 ：回転 ナデ －

14 9 須恵器 旗 － － 6．2
全体 の

60
茶褐色 密

底部 ：回転糸切 り
内外面 ：回転 ナデ

生焼 けの須恵
器

15 9 須 恵器 高台付杯 13．8 4．7 8．5
全体の

50
灰褐色 密

高台 ：貼付 け　 高台端部 ：面をもっ　 内
外面 ：回転ナデ －

16 9 須恵器 杯 11．4 3．8 8．6
全体の

80
灰 色 ミロ縁
部付近黒色 密

底部 ：回転糸 切り　 内面 ：回転ナデ、一
定方 向ナデ　 外面 ：回転 ナデ －

17 9 土 師質土器 皿 5．4 小片
にぷ い黄橙
色 密 底部 ：回転糸切り 磨耗が著 しい

18 9 土 師質土器 皿 5．8
全体の

20
にぷ い黄橙
色 密 － 磨耗が著 しい

19 9 土 師質土器 皿 5．2 小片
にぷ い黄橙
色

密 底部 ：回転糸切り？
内外面 ：横ナデ　 外面 ：赤彩 －
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第126図　拝殿南調査区　9層出土遺物実測図（S＝1／3）
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第8章　拝殿南の調査

写真214　拝殿南調査区　9層出土遺物（番号は第126図と対応）

写真215　拝殿南調査区　9層出土鉄製品（番号は第126図と対応）

表59　拝殿南調査区　9層出土遣物（鉄製品）観察表（番号は第126図と対応）

番 号 層 位 種　 類 長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重 量 （g ） 残 存 率 （％ ） 備　　　 考

20 9 釘 3．9
頭 部 幅

0．6×0．7
0 ．5×0．5 2 ．75 9 0

打面 ：方 形

頭部 形 態 ：端 部圧 延、折 り曲 げ、胴
部 と の境 に くび れ な し
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（同上）

写真216　拝殿南調査区　9層出土須恵器（施）（番号は第126図と対応）
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第8章　拝殿南の調査

00）10層

10層上面においては、炭化物が面的に広がり

を持っことから、一定期間境内遺構面として機

能したと考えられる。

上面で遺構は検出されなかった。

出土遺物（第127図・写真217・表60～61）

1・2は、単純口縁の土師器賓である。

3は、土師器の鼓形器台の下台部分である。

草田6期に該当する。

4は、土師器高塀の脚部である。

∈≦雲
一一′‾‾J≡千三とコ二二71

10cm
ト　．．．．！　　　　　　　　　！

第127図　拝殿南調査区10層出土遺物実測図（S＝1／3）
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第8章　拝殿南の調査

5は、須恵器の杯である。底部回転糸切りで

あり、高広編年のⅣA期（8中～後）であろう。

6～8は、須恵器の杯蓋である。6・7は、

輪状っまみであり、また、8は、口縁部にかえ

りがあり、高広編年Ⅲ期（7中～8前）に該当

しよう。

9・10は、土製支脚である。

10層の形成時期は、出土遺物が須恵器・土師

器が出土するものの、9層中にまで出土してい

た土師質土器・陶磁器が1点も出土しないこと

から8世紀前半～11世紀頃に堆積したと考えら

れる。

表60　拝殿南調査区10層出土遺物（土器）観察表（番号は第127図と対応）

番 号 層 位 種　 類 器　 種 残 存 率 色　 調 胎 土 調 整 ／ 形 態 ／ 文 様 備　　 考

1 10 土 師 器 嚢 口 縁 部 小片
に ぷ い黄 橙

密
口縁 郡 外 面 ：構 ハ ケ、一 部 に赤 彩 が 残 る 被 熱 に よ り黒 色

色 口綾 部 内面 ：横 パ ケ、横 位 の へ ラ削 り を呈 して い る

2 10 土 師 器 寮 口縁 部 小 片
に ぷ い黄 橙

色
密 内外 面 ：横 ナ デ －

3 10 土 師 器 鼓 型 器 台 小 片 明 赤 褐 色 密
内面 ：ヘ ラ削 り、横 ナ デ
外 面 ：横 ナ デ －

4 10 土 師 器 高 塀 脚 部 の7 0
に ぷ い 黄橙

色

粗　 1 1um の

砂粒 を 多 く
含 む

手 づ くね

脚部 内面 ：ナ デ
脚部 外 面 ：上 半 縦 方 向 斜 に強 くナ デ つ け、

下 半 ：横 ナ デ 、指 オ サ エ

－

5 1 0 須 恵 器 杯 身 全 体 の3 0 褐 灰 色 密

口 縁 部 ：内 湾 して 立 ち 上 が り、端 部 を わ

ず か に 外 側 に 折 る
底 部 ：回 転 糸 切 り
内 面 ：回 転 ナ デ 、一 定 方 向 ナ デ、不 定方 向

ナ デ
外 面 ：強 い 横 ナ デ によ る凹 凸

－

6 10 須 恵 器 塔 蓋 全 体 の 30 褐 灰 色 密

輪 状 っ ま み ：面 を もつ 、貼 付 け、回 転 ナ デ

天 井 部 ：回 転 へ ラ削 り、ナ デ

内 面 ：ナ デ
－

7 10 須恵 器 杯 蓋 小 片 灰 色 密

輪 状 っ ま み ：面 を もた な い、貼 付 け、回 転

ナ デ
天 井 部 ：回 転 へ ラ削 り、ナ デ

内 面 ：回 転 ナ デ、一 定方 向 ナ デ

－

8 10 須恵 器 杯 蓋 ロ縁 部 小 片 褐 灰 色 密
ロ縁 部 ：端 部 内 側 の突 帯 内 偵 、回転 ナ デ
内 面 ：回 転 ナ デ、ナ デ

外 面 ：回 転 へ ラ削 り、回 転 ナ デ
－

表61拝殿南調査区10層出土遺物（土製品）観察表（番号は第127図と対応）

番号 層位 種別 長 さ（cm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm） 胎　　　 土 色　　 調 備　　　 考

9 10 土製支脚 － － － 密 浅黄橙色 －

10 10 土製支脚 － － － やや粗 くぼろぼろ欠落 する 浅黄橙色 －

策寅三‥攣：二二宋
写真217　拝殿南調査区10層出土遺物（番号は第127図と対応）
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第8章　拝殿南の調査

（11）11層

11層は、黒褐色土層であり、土師器・須恵器

を多量に包含している。

出土遺物（第128～129図・写真218・表62～65）

1～5は、弥生土器聾の口縁部である。1は、

口縁部に斜格子文が残る。1、2が松本編年I－

4、3～5は、松本編年Ⅴ－1（弥生時代後期

初頭・草田1期）である。

6～14は、複合口縁の土師器聾である。6～

10は、口縁端部の形状から、草田編年の草田7

期、小谷2式に該当する。

11・12は、単純口縁で、全体的に器壁が厚く、

松山編年の大東式か。

13・14は、「く」の字状の口縁部をもっもの

で、14は、外面休部にタテパケが施されている。

古墳後期のものであろう。

15～19は土師器の高塀である。19は、放射状

に暗文を施した赤彩高塀である。脚部外面を丁

寧に磨く点から、花谷分類高塀D－1（小谷式）

であろうか。

20～22は、土師器の低脚杯である。

23・24は須恵器の杯蓋である。23は、口縁部

にかえりをもち、高広編年Ⅲ期、24は輪状っま

みをもち、口縁部にかえりをもたないことから、

高広編年ⅢB期（7末～8前）に該当しよう。

25は、須恵器の高台付杯である。底部回転糸

切りであり、高広編年ⅢB期に該当しよう。

26・27は、かまどの脚部である。

表62　拝殿南調査区11層出土遺物（土器）観察表①（番号は第128図と対応）

番号 層位 種　 類 器　 種
口径
（cm）

器高
（cm）

底径
（cm）

残存率 色　 調 胎　 土 調整／形 態／文様 備　　 考

1 11 弥生土器 窪 19．4 口縁部 小片
にぷい黄橙
色

やや粗、 1

～ 3 mm程 度
の砂粒を多
量 に含む

単純口縁
口縁端部 ：面 を もち、格子
目文を施 す

磨耗 が著 しい

2 11 弥生土器 襲 13 小片 灰黄褐 色
密、 1mm程
度 の砂粒 を
含 む

単純 口縁 ：短 く外 傾する

口縁端部 ：面 を もたない
口縁部 内面 ：5 条／ 1cm の
横位 のパケ目
口縁部外面 ：構 ナデ
内面 ：横位 のへ ラケズ リ
外面 ：横 ナデ

口縁 の一部 に

スス付着

3 11 弥生土 器 蛮 18 口縁部小片

灰 黄 褐 色
（外 側一 部

にぷ い黄橙
色）

密、 1 ～ 3

mm程度 の砂
粒 を含 む

二重 口縁
口縁端部 ：面 を もたない
口縁部外面 ：3 条 の沈線
口縁部 内面 ：横 ナデ
頸部外面 ：へラ状工具 によ
る刺突列点文
内面 ：横 ナデ、へ ラ ミガキ、

へラケズ リ

4 11 弥生土器 蛮 18．2 口縁部小片 にぷ い
黄檀色 密

二重 口縁
口縁端部：面 をもたない
口縁部外面 ：2 条 ＋ 3 条 の
沈線、横 ナデ
口縁 内面 ：横 ナデ、ススで
黒変色

5 11 弥生土器 賓 16 口縁部小片 灰黄褐色 密

二重 口縁

口縁端部 ：面を もたな い
口縁部外面 ：2 条 ＋ 5 条の
沈線、横 ナデ
口縁部内面：横 ナデ

3 cm程度の小
片の為 口径不
明

6 11 土師器 聾 19．2 口縁部小片 にぷい橙色
密、 1 ～ 2

mm程度の砂
粒 を含む

複合 口縁

口縁端部 ：丸みを持 った面
を もつ、わずか に外側 に肥
厚
口縁部外面 ：鋭角の稜が水
平方向に突出す る
口縁部内面 ：一部に赤彩残
る
内面 ：横 ナ デ、横 位の へ ラ
ケズ リ
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表63　拝殿南調査区11層出土遺物（土器）観察表②（番号は第128・129図と対応）

番号 層位 種　 類 器　 種 口径
（cm）

器高
（cm）

底径
（cm）

残 存率 色　 調 胎　 土 調整／形態／文様 備　　 考

7 11 土 師器 賓 15．6 口縁部小片
灰褐色～に
ぷい赤褐色

密 、1 mm 程
度の砂粒を
多量 に含む

複合 口縁

口縁端 部 ：面 を もち、外 側
に肥厚
口縁部外面 ：鋭角の稜を も
つ、横 ナデ
外面 ：横ナ デ
内面 ：横 ナデ、横 位 のへ ラ
ケ ズ リ

8 11 土師器 蛮 15．4 全体 の30
にぷい黄橙
色

密 、1 ～ 3

mmの砂粒含
む

複合 口縁
口縁 端部 ：面 を もたな い、
外側 に肥厚
口縁部外面 ：稜 は斜 め下方
向 に突出す る
内面 ：横位のへ ラケズ リ
外面 ：縦パ ケ、横 パケ

9 ． 11 土師器 賓 小片
にぷ い黄橿
色

密

内面 ：横位 のへ ラケズ リ、

一部 に縦位 のへ ラケズ リ、
頸部付近 に棒状工具の先端

による連続 した オサ エ
外面 ：19条／ 1 cmの横パケ、
19条／ 1 cm の斜位 のパ ケ目

10 11 土師器 聾 13．5 小片 にぷ い黄橙
色

密

複合 口縁
口縁端部 ：面 を持っ
口縁部外面 ：稜 は水平方 向
に突 出す る
外面 ：6 条／ 1 cm の横 パケ
内面 ：横位 のへラケズ リ

11 11 土師器 賓 15
にぷい黄檀
色

密

単純 口縁 ：内湾気 味に外傾
す る

口縁端部 ：面 を もち外側 に
玉縁状 に肥厚

口縁部 内外面 ：横 ナデ
内面 ：横 ナデ
外面 ：横 ナデ、縦パ ケ

12 11 土 師器 窪 13．8 口縁部小片
にぷい黄橙
色

密 、1 ～ 3

mmの砂粒 を
含 む

単純 口縁 ：直線 的に外傾 す
る
口縁端部 ：丸 みを もち内側
に肥厚
口縁部 内面 ：横 ナデ
口縁部外 面 ：横 パ ケ、複 合
口縁 の名残 の稜痕 跡が残 る
内面 ：横位 のへ ラケズ リ
外面 ：判然 とせず

口縁の一部に

スス付着

13 11 土 師器 蛮 16．8 口縁 部の20
にぷい黄 橙
色 、一 部 赤
褐 色

密

単純 口縁

：直線 的に上方 に外傾す る
口縁端部 ：1 条の ごく浅い
沈線
内面 ：横 ナ デ、横 位の へ ラ
ケズ リ
外面 ：横 ナデ

14 11 土 師器 聾 26 口縁部の30
にぷい黄檀
色

密

単純 口縁 ：直線的に外傾
口縁端部 ：面 を もたない
口縁部内面 ：10条／ 1 cm の
横 パケ

口縁部外面 ：槙ナデ、ナデ
内面 ：横 位のへ ラケズ リ
外面 ：ナデ、10条 ／ 1 cm の
縦パケ

15 11 土師器 高塀 17．2 11．9 8．6 全体 の50 明茶褐色 密

有段 の師部 を もち、脚部 は
接合部 で一度 くびれ、途 中
で大 きく屈折 し外側 にひ ら
く
杯部外面 ：上半部 は外傾 し
端部外 側 に折 れ る。下半 部
に放射線状の櫛 目
師部内面 ：一部 に横位 の櫛
日
脚部外面 ：縦位 のへ ラ ミガ
キ
脚部内面 ：へ ラケズ リ

16 11 土師器 高塀 師部 の25 にぷ い橙色 密

師部 外面 ：段を有 す。上半
部 に 5 条／ 1 cm の横位 の櫛
目、下半 部 に脚接合部 を 中
心 と した放射線状 の櫛 目

－
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表64　拝殿南調査区11層出土遺物（土器）観察表③（番号は第129図と対応）

番号 層位 種　 類 器　 種 口径
（cm）

器高
（cm）

底径
（cm）

残存率 色　 調 胎　 土 調整／形態／文様 備　　 考

17 11 土 師器 高塀 土不部小片 密

脚部 内側か ら粘土充 填、脚
貼付 け、杯 部 の内外両 面 に
赤彩残 る
師部外面 ：脚接合部を中心
とした放射線状の櫛 日
脚部外面 ：縦位のへ ラ ミガ
キ

18 11 土 師器 高塀 脚部の80 橙 色 密

脚部三方向に円孔
脚部内面 ：横位のへ ラケズ
リ
脚部外面 ：横 パ ケ、上半部
に縦位 の櫛 目

－

19 11 土師器 高塀 12．4 脚部の80 にぷ い橙色 密

脚部途 中で大 き く屈折 し外
側 にひ らく
脚部 内面 ：絞 り日
脚部外面 ：縦位 のへ ラミガ
キ

－

20 11 土師器 低脚杯 6 全体 の60 にぷ い黄橙
色

密
脚貼付 け
脚部内外面 ：横 ナデ
師部内面 ：判然 とせず

－

21 11 土 師器 低脚杯 6．4 脚部 のみ
（外）にぷ い
黄檀色 （内）
褐灰色

粗 、1 mm 程
度の砂粒を
多量 に含む

脚貼付 け
脚部内外面 ：横 ナデ
杯部内面 ：判然 とせず

－

22 11 土 師器 低脚杯 5 脚部 の50
にぷい黄橙
色～にぷい
橙 色

密 、1 1nm ～
3 mm程度の
砂粒を含む

脚部 内側か ら粘土 を充填、
脚貼付 け
脚部内外面 ：横ナデ

－

23 11 須恵器 杯蓋 口縁部小片 褐灰 色 密

口縁部 ：端部内側の突帯わ
ずかに内傾、回転 ナデ
天井 部 ：回転 へ ラケズ リの
ち回転 ナデ
内面 ：回転 横ナデ

－

24 11 須恵器 土不蓋 14．6 2．5 全体の40 灰褐色 密

つまみ ：退化 した輪状 っま
み
ロ縁部 ：下方 にわずかにつ
まみ出す、回転ナ デ
天井部 ：押 さえ込 まれてふ
くらみを もたない／ 回転 ナ

・．一寸フ‾
内面 ：回転 ナデのち不定方
向ナデ

25 11 須恵器 高台付杯 8．6 底部 の50 灰褐色 密

高台 ：貼付 け
高台端部 ：ほとん ど面 をも
たず丸み を帯 びる、厚 み不
均一、水平 ライ ンゆがむ
高台 内部 ：回転 ナデ
土不部 内面 ：回転 ナデ ヵ
杯部外面 ：回転 ナデ

表65　拝殿南調査区11層出土遺物（土製品）観察表（番号は第129図と対応）

番 号 層 位 種　 別 長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm ） 胎　 土 色　　 調 調 整 ／ 形 態 ／ 文 様 備　 考

26 11 カ マ ド 7．8 5．1 2 密 に ぷ い 黄 橙 色 内 面 へ ラケ ズ リ
－

27 11 カ マ ド 7．5 3．6 2．5 密
灰 褐 色 （一 部 に ぷ い

橙 色 ）
内 面 へ ラケ ズ リ －

なお、14および23～27の遺物については、調

査時に11層出土遺物として取り上げたが、11層

を切って形成されたSD02の機能した時期が、

7世紀後半から8世紀前半と考えられ、これら

の遺物が、他の出土遺物よりも圧倒的に少ない

ことを考えても、SD O2埋土中のものを混合

して取り上げた可能性がある。
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臨肌陥‾祖識1諭

撃つ

シ
J

l

0　　　　　　　　　　　　　10cm
！．．．．！　　　　　　　　　　！

第128図　拝殿南調査区11層出土遺物実測図（1）（S＝1／3）
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10cm

2。とこ出21

ニー1－ン‾‾

l＋、．メ⊥
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！．．．．！　　　　　　　　　：

第129図　拝殿南調査区11層出土遺物実測図（2）（S＝1／3）

02）12層

12層上面において遺構は確認されなかった。

また、12層上面検出後、さらに1m程度掘り下

げているが、遺物は全く出土しないことから、

遺物を包含する層は、11層中までと考えられる。

03）出土遺物について

宝治度本殿遺構と同一の面と考えられる8層

上面であるが、調査面積約20I茸であるが、本調

査区内の層位においては、最大の出土量である。

（第130図）出土遺物としては、土師質土器が最

も割合が大きい。なかでも柱状高台付杯は、全

出土量の50パーセント以上の46点である。宝治

度本殿遺構周辺においても柱状高台付杯が集中

して出土しており、中世段階での最も活発な活

動をした遺構面であろう。

土師質土器は、8層まで比較的多く出土して

いるが、9層から須恵器・土師器が増加してく
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写真218　拝殿南調査区11層出土遺物（番号は第128～129図と対応）

る。土師器は、9層から急激に増加し、11層で　　出土の土師器とあわせて考えても、境内中央部

全出土量の50パーセント以上が出土する傾向が　　には、古墳時代前期の人々の活発な活動があっ

窺え、平成11年度調査時の古墳時代前期遺構面　　　たことが窺える。
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3層

4層　W81霹19

5層　　叡2。

（第116図－3）

写真219拝殿南調査区陶磁器類（番号は表66と対応）

表66　拝殿南調査区陶磁器（番号は写真219と対応）

番 号 層 位 種 類 器 種 時期 特 徴 図 版

1 表 土 青 磁 皿 13前 半 龍泉窯 草花文I類

2 1 層 肥前系陶器 皿 1 7前 半 鉄 絵

3 1 層 肥前系陶器 皿 17

4 1 層 肥前系陶器 火 入

5 1 層 肥前系陶器 火 入

6 1 層 白磁 皿 15～ 16 E － 1類

7 1 層 磁 器

8 1 層 肥前系陶器 皿 陶 胎 染 付

9 1 層 肥前系磁器 皿 古 伊 万里

10 2 層 肥前系陶器 皿

11 2 層 肥前系陶器 皿 17 第 116図－3

1 2 2 層 肥前系陶器 皿

番 号 層 位 種 類 器 種 時 期 特 徴 図版

1 3 2 層 青 花 皿

14 2 層 青 花 皿

1 5 2 層 肥前系磁器 皿

1 6 2 層 肥前系磁器 皿

1 7 5 層 青 花 皿 C 類

18 6 層 肥前系磁器 皿

1 9 6 層 青 磁 皿 B － 1 類

20 7 層 白磁 皿

2 1 8 層 陶 器 皿 褐 粕 ・中 国製

22 8 層 白磁 皿 Ⅱ類

23 8 層 白 磁 碗 Ⅴ類

24 8 層 青 磁 皿 1 3前 半 I 類

表67　拝殿南調査区　土師質土器・陶磁器集計表

種 別 土 師 質 土 器 白　 磁 青　 磁 青　 花
褐 軸

肥 前 系

磁 器

肥 前 系

陶器器 種 皿 柱状高台付杯 Ⅱ類 Ⅴ 類 E － 1 中国 系 B － 1 I 類 龍 泉 窯 系 C群 その 他

表 土 1 2

1 層 8 4 3 1 6 3

2 層 8 4 1 2 3

3 層 10

4 層 17 1

5 層 1 1

6 層 743 15 1 1

7 層 122 13 1

8 層 8 83 4 6 1 1 1 1

9 層 283 1
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層位別遺物出土量 土師質土器（皿）

柱状高台付坪

喜

l

ll
m　看

1　2　3　4　5　6　7　8　9　1011（層上面）

第130図　拝殿南調査区　出土量グラフ
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2層上面

第131図　拝殿南調査区　遺構面平面図（1）（S＝1／100）
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0　　　　　　　　　　　　3m
：．．．．：　　　　　！

第132図　拝殿南調査区　遺構面平面図（2）（S＝1／100）
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第4節　検出遺構

（1）SDOl（第133図・写真220～223）

2層上面で検出した。

本調査区の西側において南北流れる

溝である。検出した溝は南北の6m分

である。

溝は、現在でも機能しており、溝で

は北から南への流水がみられる。

規模は、上面幅約60cm、深さ50cmを

測り、溝底面には、両側面に10皿～20

cm大の扁平な石が積まれ、その上に30

cm～50cIn大の礫が溝中央に蓋石のよう

に積まれていた。

機能としては、境内の雨水もしくは

地下水を境外へ排水するための溝と考

えられる。

年代については、SDOlから時期を

示す遺物が出土していないため、不明

であるが、第2層に掘り込まれている

ことから、寛文度造営（1667年）以降

に造られた溝であると考えられる。

写真220　拝殿南調査区　拝殿調査区（南から）

写真221拝殿南調査区SDOl上面検出状況（南から）
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写真223　拝殿南調査区

SDOl蓋石取り上げ後の状況（南から）

写真222　拝殿南調査区　SDOl半裁状況（南から）
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SBOl（第135図）

3層上面で検出した。

規模・方位

調査区西側において南北7m、東西4mの石

列を確認した。

右列は南北・東西とも石の面をそろえて配置

されている。上部は後の造成などにより削平さ

れているが、側面に石を積む石積み基壇の基底

部分であると考えられる。

石で囲まれた基壇内には、礎石を据え付ける

穴SKOl～SK03を確認した。

建物の南北軸について、検出されたSKOl・0

2の中心点および南北の右列から方位座標軸に

対して、反時計まわりに30振れており、N－

30　－Wとなる。

SKOl（第135図）

規模・形態

規模は、0．9mX0．9mの不整円形である。遺

構保存のため、完掘しておらず、深さは不明。

土坑の周囲に礫が配されている。

覆土

青灰色土が堆積していた。出土遺物なし。

年代・性格

基壇にともなう土坑であり、礎石を据え付け

る士坑であると考えられる。SKl～3とも土

坑の大部分が後世の造成で削られており、土坑

の基底部と考えられる。

SKO2（第135図・写真227）

規模・形態

規模は、0．85mXO．8mの不整円形である。

遺構保存のため、完掘しておらず、深さは不明。

土坑の周囲に礫が配されている。

覆土

確認できる土層では、覆土は、2層に分かれ、

上層に暗茶褐色土、下層に青灰色土が堆積して

いた。出土遺物なし。

年代・性格

基壇にともなう土坑であり、礎石を据え付け

る土坑であると考えられる。

SKO3（第135図）

規模・形態

規模は、1．20mX0．9mの不整楕円形である。

遺構保存のため、完掘しておらず、深さは不明。

覆土

青灰色土が堆積していた。出土遺物なし。

年代・性格

基壇にともなう土坑であり、礎石を据え付け

る土坑であると考えられる。

建物の性格

年代については、年代を特定できる遺物が出

土していないため明らかにできないが、層序の

関係から慶長度造営の建物である可能怪がある。

基壇内で検出されたSKOl～03は、おおよそ

1間（6尺5寸）間隔で並んでいることから、

『杵築大社只今御座候仮殿造御官立間尺覚』（千

家国造家蔵）にみえる「一．御供所く三間二六

間〉」、また『紙本著色杵築大社近郷絵図』に

みえる御供所となる可能性が高い。（第134図）

平成12年度の八足門前調査時に、慶長度造営

の本殿跡を検出しているが、今回確認したSBO

lとほぼ遺構主軸の方位がそろっている。

所

第134図『紙本署色杵築大社近郷絵図』にみえる

御供所
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0　　　　　1m
－－－－－－．．．．．■■

7．8m　　〔基壇の被覆土〕
－E－　1a　暗褐色土　3～5cmの礫含む

1b　明褐色土
〔基壇内ピットの埋土〕
1a　暗茶褐色土　しまりあり
1b　青灰色度　　粘性あり　しまりあり
〔基壇の構築土〕
3a　明褐色土
3b　暗褐色土　しまりあり
3C　暗褐色土　しまりなし
4a　明褐色土　しまりあり
4b　暗褐色土　しまりなし

第135図　拝殿南調査区　SBOl遺構平面図・土層図（S＝1／60）

ー304－



第8章　拝殿南の調査

写真224　拝殿南調査区　SBOl石列検出状況（拡張前：南から）

写真225　拝殿南調査区　SBOl石列検出状況（拡張後：南東から）
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写真226　拝殿南調査区　SBOl土坑検出状況（拡張後：西から）

写真227　拝殿南調査区　SBOI SKO2半裁状況（拡張後：西から）
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8層上面検出遺構（第136図）

8層上面の遺構について

8層上面は、8層中出土土器の検討から、八

足門前調査区の大型本殿遺構に最も近い時期の

遺構面であると考えられる。本調査区における

遺構出土童は、8層が最も多く（第130図）、人々

の活発な動きがあったことがうかがわれるが、

検出された土坑は、全て性格不明であり、大型

本殿遺構に関連する遺構は、検出していない。

SKO4（第137図）

規模

規模は、0．6mX0．7m、深さ14cmを測り、不

整円形である。

覆土

青灰色砂質土一層のみが堆積していた。

年代・性格

出土遺物がなく、年代・性格ともに不明。

SKO5（第137図）

規模

規模は、0．6mX0．4m、深さ18cmを測り、不

整楕円形である。

覆土

青灰色砂質土一層のみが堆積していた。

年代・性格

出土遺物がなく、年代・性格ともに不明。

SKO6（第137図）

規模

規模は、1．5mXO．8m、深さ30cmを測り、不

整楕円形である。

覆土

青灰色砂質土で玉砂利を数点含んでいた。

年代・性格

出土遺物がなく、年代・性格ともに不明。

SKO7（第137図）

規模

規模は、0．6mX0．6m、深さ22cmを測り、円

形である。

覆土

暗褐色砂質土一層のみが堆積していた。

年代・性格

出土遺物がなく、年代・性格ともに不明。

SKO8（第137図）

規模

規模は、0．4mX0．4m、深さ26cmを測り、円

形である。

覆土

青灰色砂質土一層のみが堆積していた。

年代・性格

出土遺物がなく、年代・性格ともに不明。

SKO9（第137図）

規模

規模は、0．4mX0．7m、深さ14cmを測り、不

整楕円形である。

覆土

青灰色砂質土一層のみが堆積していた。

年代・性格

出土遺物がなく、年代・性格ともに不明。

SKlO（第137図）

規模

規模は、0．5mX1．0m、深さ25cmを測り、不

整楕円形である。

覆土

青灰色砂質土一層のみが堆積していた。

年代・性格

出土遺物がなく、年代・性格ともに不明。
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第8章　拝殿南の調査

SKO4

第136図　拝殿南調査区　8層上面平面図（S＝1／40）
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第137図　拝殿南調査区　8層上面検出遺構平面図・土層図（S＝1／20）

－308－



第8章　拝殿南の調査

9層上面検出遺構（第138図）

9層上面の遺構について

9層上面は、8層上面遺構と同様に大型本殿

遺構遺構面と近い時期の遺構面であると考えら

れるが、検出された土坑は、全て性格不明であ

り、大型本殿遺構に関連する遺構は、検出して

いない。

SKll（第139図）

規模

規模は、0．3mX0．6m、深さ25cmを測り、不

整楕円形である。

覆土

明褐色砂質土が堆積していた。

年代・性格

出土遺物がなく、年代・性格ともに不明。

SK12（第139図）

規模

規模は、0．3mX0．5m、深さ20cmを測り、不

整円形である。

覆土

暗褐色砂質土一層のみが堆積していた。

年代・性格

出土遺物がなく、年代・性格ともに不明。

SK13（第139図）

規模

規模は、0．6mx0．7m、深さ20cmを測り、不

整楕円形である。

覆土

明褐色砂質土一層のみが堆積していた。

年代・性格

出土遺物がなく、年代・性格ともに不明。

SK14（第139図）

規模

規模は、0．3mxO．3m、深さ26cmを測り、不

整円形である。

覆土

青灰色砂質土が堆積していた。

年代・性格

出土遺物がなく、年代・性格ともに不明。

SK15（第139図）

規模

規模は、0．9mX1．0m、深さ20cmを測り、平

面形は隅丸方形である。

覆土

明褐色砂質土が堆積していた。

年代・性格

出土遺物がなく、年代・性格ともに不明。

SK16（第139図）

規模

規模は、0．6mX1．0m、深さ26cmを測り、不

整楕円形である。

覆土

明褐色砂質土が堆積していた。

年代・性格

出土遺物がなく、年代・性格ともに不明。

SK17（第139図）

規模

規模は、0．6mX0．9m、深さ20cmを測り、不

整楕円形である。

覆土

明褐色砂質土が堆積していた。

年代・性格

出土遺物がなく、年代・性格ともに不明。
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第138図　拝殿南調査区　9層上面平面図（S＝1／40）
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第139図　拝殿南調査区　9層上面検出遺構平面図・土層図（S＝1／20）
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第8章　拝殿南の調査

写真228　拝殿南調査区　8層上面検出状況（南から）

写真229　拝殿南調査区　9層上面検出状況（南から）
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第8章　拝殿南の調査

SDO2（第140図・写真23P～231）

調査区を北東から南西に流れる流路を流路の

規模は大半が調査区外であるため不明であるが、

調査区内で確認できた規模は、東側で、上面検

出幅180cm、底面80cm、深さ28cm。また西側で

上面検出幅240cm、底面120cm深さ44cmを測る。

底面の標高差からみると、流路は北東→南西

の方向に流れていたと考えられる。

SDO2底面が南から北側に落ち込んでいること

から、調査区南端では、流路の南岸が検出され

たと考えられる。埋土は1cmから3cm程度の円

磨された砂利であり、SD02は緩やかな水の流

れによって形成されたものであると推測される。

流路の肩（水際）には、須恵器の長頸壷2点、

杯身1点、構瓶1点が集中して出土する箇所が

あり、人為的におかれたもしくは捨てられたと

考えられる。

出土遺物（第141～142図・写真233～236・表

68～70）

1～12は、須恵器である。

1は、杯身である。口径は12cmであり、大谷

編年A7型、高広編年ⅡA期に該当する。

2～5は杯蓋である。2は、つまみが宝珠形

であり、ロ縁内面にかえりが付くことから高広

編年ⅡB期、出雲国庁編年第1形式（7C中～

後）に該当する。3は、口縁部にかえりがない

もの、4・5は輪状っまみをもつことから、高

広編年Ⅲに該当する。

6は、高台付の杯である。底部高台内へラケ

ズリであり、高広編年ⅢA期。

7・8は、長頸瓶である。7は、頸部が外反

しており、大谷分類4型（出雲8期）、8は、

長頸化し、口縁部が直行することから大谷分類

3型（出雲6期・7C第2四半から3四半）に

該当する。

9～11は、高塀である。9は、長脚高塀で、

脚部に2段3方向に透かしを入れる。また、脚

端にやや外傾するしっかりとした面をもっこと

から、大谷分類のA2b型（出雲3期6C第4

～末）になろう。10、11は、透かしが切れ目と

なっていることから、大谷分類のA4型（出雲

編年3～4期・6世紀第4四半期～7世紀第1

四半期に該当しよう。

12は、横瓶である。口縁端部に面をもち、体

部外面は、平行タタキ後、回転力キメ、内面は、

同心円文オサ工が施されており、高広編年ⅢB

期に該当しようか。

13は、土師器賓の口縁部。

14・15はいずれも土師器蜜のロ縁部で、口縁

が「く」の字状に外反して開き、端部を丸くお

さめる。古墳時代後半以降。

16～18は、土師器の高塀。

19は、手づくね土器である。内面にはケズリ

がみられ、外面はパケ目がみられる。

20は、かまどの脚部である。

流路が機能した時期については、流路肩の須

恵器が7世紀後半代と考えられ、また流路埋土

上層には8世紀前半の杯蓋が含まれるため、流

路が機能した時期は、7世紀後半代から8世紀

前半と考えられる。

写真230　拝殿南調査区　SDO2完掘状況

（南西から・土器は再配置）
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第8章　拝殿南の調査

写真231拝殿南調査区　SDO2完掘状況（南から・土器は再配置）

写真232　拝殿南調査区　SDO2遺物出土状況（南から）
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第8章　拝殿南の調査

＼七ク

－5．70m

第140図　拝殿南調査区　SDO2遺構平面図・土層図（S＝1／30）
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